
『食
メシ
の記号論』第Ⅱ部「マンガが描く食」の「質疑応答」における阿部卓也氏の質問（106

頁２行目〜107頁１行目）の本人による校正が、編集委員会のミスにより反映されておりま
せんでした。阿部氏に深謝するとともにここに訂正を掲載させていただきます。 

日本記号学会編集委員長 佐藤守弘 

 

（正） 
 
阿部 愛知淑徳大学の阿部卓也と申します。おおひなた先生と吉村先生に、それぞれ質問があり
ます。 
 おおひなた先生への質問は、食を描くということと、画風との関係です。言うまでもなく、漫
画にとって画風、特にリアリティーラインの選択（どのくらいリアリズム的に描くか）は重要な
問題です。漫画の場合は、リアリティーラインが違うものを一つの画面に混ぜることもできます
から、ミリタリーな兵器だけ凄くリアルに描いて美少女の顔は様式化されている、といった漫画
もよくあります。グルメマンガの場合だと、料理は写真トレスを使ってリアルに作画しつつ、登
場人物はマンガチックにデフォルメする、という作品が多いように思います。 
 それで、おおひなた先生について考えると、とても絵柄に対して自覚的で、（ギャグ漫画家は
誰でもそうかも知れませんが）批評的・選択的なアプローチをされてきた作家だと、私は思って
います。90 年代の『俺に血まなこ』にしても、2000 年代の『ドリル園児』『銀河宅配便マグロ』
などにしても、作品ごと、時にはエピソードごとに、最も効果的になるように毎回キャラの頭身
や絵柄を大きく変える、ということをされてきました。その中で、今回の『目玉焼きの黄身 い
つつぶす？』は、先生の振れ幅の中でも、特にリアルに寄せた絵柄が採用されています。それは
なぜでしょうか？ 食がテーマであることと関係がありますか？ あのリアルな画風でできる
ようになったことや、できなくなったことはあるのでしょうか？ というのがおおひなた先生
への質問です。 
 それから吉村先生への質問は、読者（あるいは作者）が空腹であるかどうかと、漫画における
食べ物の描き方との関係についてです。歴史的に振り返ると、戦後、具体的には 60 年代から 70
年代前半くらいまでの、日常を題材にした児童漫画をあらためて読むと、空腹や貧乏の描写が
「普通」であることに驚かされます。例えば初期の『ドラえもん』（藤子不二雄（当時）、1969-）
などです。戦争や飢えの記憶がまだ生々しい、ということも関係していると思います。絵本にも
そういう時代があって、おなかが減っているのはとても悲しくてつらいことで、そこに「アンパ
ン」を与えてくれたり（やなせたかし『アンパンマン』、1969）、大きな大きな「かすてら」（中
川李枝子・山脇百合子『ぐりとぐら』、1963）を食べたりすることで、それだけでとても幸せに
なるんだという食べ物の描かれ方があります。ラーメン大好きな小池さんが出てくる『オバケの
Q 太郎』（藤子不二雄、1964-）は、いつも腹ペコで大飯食らいな Q 太郎の基本設定を含めて、
そういう「空腹の時代」感が、作品全体の背景にはっきり刻まれていると思います。 
 対して、今日のトークで主に扱われていたような、料理をモチーフにしてバトルをするとか、
食材の情報や蘊蓄を伝えるとか、無限に細かいディティールを通じて共感を生み出すような漫
画というのは、かなり違った食事への向き合い方、切り取り方です。つまり「空腹の時代」が終
わって、読者のおなかが減っていない状態にならないと、今日話題になっているような漫画は出
てこないと思います。そのような、漫画における「食

メシ
」の描き方の変遷と時代との対応関係で

すとか、展開の系譜ということについて、吉村先生なりの整理がありましたら伺いたいです。 
 

（2020 年 6 月 新曜社） 


